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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第３四半期の業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 3,527 6.3 182 △1.1 151 △1.6 99 △5.3

2024年３月期第３四半期 3,317 6.1 184 17.5 153 22.3 104 △24.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 75.28 -

2024年３月期第３四半期 79.51 -

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 2,908 849 29.2

2024年３月期 2,740 782 28.6
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 849百万円 2024年３月期 782百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00

2025年３月期 - 25.00 -
2025年３月期(予想) 25.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

2025年３月期第２四半期末配当金の25.00円は特別配当であります。

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,568 2.3 217 △4.8 168 △9.8 120 15.8 91.02
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 1,318,748株 2024年３月期 1,318,748株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 289株 2024年３月期 289株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 1,318,459株 2024年３月期３Ｑ 1,318,459株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（義務）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当第３四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続くものの、不安定な世界情勢や為替の変動、

物価の上昇による国内景気低迷への懸念等、先行きの不透明な状況が続いております。

当社が主たる事業としているリユース業界においては、物価上昇の影響を受けた節約志向や持続可能な社会に対

する意識の向上からリユース品の需要は増加傾向が続いており、市場全体が継続して成長しております。

当社においても既存店の売上が引き続き好調に推移しており、当第３四半期会計期間において当社としては５年

ぶりに３店舗の新規出店を行なうことができました（増床を伴わない店舗を除く）。

また、リユース品の買取強化、人材不足解消に向けた採用活動、社内研修整備を中心とした人材育成等に取り組

んでまいりました。

なお、当第３四半期累計期間において、2024年５月に判明いたしました当社従業員による不正行為の疑いに伴い

要した調査費用および会計監査に係る追加費用の合計額21,614千円を計上しております。

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高は3,527,822千円（前年同期比6.3％増）と好調に推移しま

したが、利益面におきましては、新店３店舗の開業費用の発生等により、販売費及び一般管理費が8.0％増加したた

め営業利益182,756千円（前年同期比1.1％減）、経常利益151,261千円（前年同期比1.6％減）、四半期純利益

99,248千円（前年同期比5.3％減）となりました。

また、2024年７月26日付「再発防止策の策定に関するお知らせ」に記載しました不正再発防止策につきましても

順次取り組んでおります。

なお、2024年９月30日を基準日とする１株当たり25円の特別配当を中間配当として実施いたしました。

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

（リユース事業）

リユース事業におきましては、衣料品、宝飾品、フィギュア、楽器、音楽・映像ソフトなどの幅広いジャンル

で需要が伸び、店頭販売、インターネット販売ともに前年度を上回る売上高となったことで、既存店の売上高が

前年同期比5.0％増と好調に推移し、リユース品の買取についても前年同期比4.9％増となりました。

また、当第３四半期会計期間において、2024年10月にホビーオフイオン札幌元町店、11月にハードオフ札幌清

田店およびハードオフ工具館札幌清田店の合計３店舗を新規出店いたしました。

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高3,525,154千円（前年同期比6.3％増）、セ

グメント利益は393,219千円（前年同期比6.7％増）となりました。

当第３四半期会計期間末現在におけるリユース事業の各業態別の店舗数は以下のとおりであります。

（単位：店）

ブックオフ ハードオフ オフハウス ホビーオフ ガレージオフ 合計

店舗数 17
17
(+2)

17
18
(+1)

1 70

(注) １.ブックオフ事業部の店舗数にはインターネット販売の１店舗を含みます。

２.( )内は期中増減数を表しております。

（その他）

本セグメントは報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

本セグメントの当第３四半期累計期間の業績は前年同期並みの売上高2,667千円、セグメント利益2,253千円と

なりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は、1,821,359千円となり、前事業年度末と比べて124,177千円の増加

となりました。これは、主に商品の増加91,457千円および売掛金の増加24,999千円によるものです。

また、当第３四半期会計期間末における固定資産は、1,087,068千円となり、前事業年度末と比べて43,253千円の

増加となりました。これは、主に有形固定資産の増加34,049千円によるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は、867,700千円となり、前事業年度末と比べて102,827千円の増加と

なりました。これは、主に短期借入金の増加100,000千円によるものです。

また、当第３四半期会計期間末における固定負債は、1,191,488千円となり、前事業年度末と比べて1,889千円の

減少となりました。これは、主にリース債務の減少39,417千円、長期借入金の増加29,431千円および資産除去債務

の増加7,867千円によるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、849,239千円となり、前事業年度末と比べて66,493千円の増加となり

ました。これは、主に四半期純利益の計上99,248千円および剰余金の配当32,961千円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の業績予想につきましては、2024年６月28日付の「2024年３月期 決算短信〔日本基準〕(非連

結)」で公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 495,895 500,937

売掛金 159,764 184,763

商品 989,090 1,080,548

前払費用 50,581 52,719

その他 1,849 2,390

流動資産合計 1,697,181 1,821,359

固定資産

有形固定資産

リース資産（純額） 280,193 250,518

その他（純額） 345,427 409,152

有形固定資産合計 625,621 659,671

無形固定資産 1,380 1,380

投資その他の資産

敷金 283,238 288,296

その他 133,574 137,720

投資その他の資産合計 416,812 426,016

固定資産合計 1,043,815 1,087,068

資産合計 2,740,996 2,908,428

負債の部

流動負債

買掛金 8,259 14,925

短期借入金 110,000 210,000

1年内返済予定の長期借入金 271,003 278,283

リース債務 50,063 52,268

未払金 75,956 116,755

未払費用 82,171 87,134

未払法人税等 39,126 26,057

未払消費税等 50,516 25,883

契約負債 7,955 6,732

ポイント引当金 728 619

賞与引当金 50,224 35,552

その他 18,868 13,488

流動負債合計 764,872 867,700

固定負債

長期借入金 587,443 616,874

リース債務 402,221 362,804

長期未払金 28,826 25,760

退職給付引当金 75,321 78,616

資産除去債務 98,076 105,943

その他 1,489 1,489

固定負債合計 1,193,378 1,191,488

負債合計 1,958,251 2,059,189
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 335,903 335,903

資本剰余金 284,230 284,230

利益剰余金 145,721 212,008

自己株式 △164 △164

株主資本合計 765,691 831,978

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,053 17,260

評価・換算差額等合計 17,053 17,260

純資産合計 782,745 849,239

負債純資産合計 2,740,996 2,908,428



株式会社エコノス(3136) 2025年３月期 第３四半期決算短信

6

（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 3,317,853 3,527,822

売上原価 1,100,772 1,151,023

売上総利益 2,217,080 2,376,798

販売費及び一般管理費 2,032,371 2,194,042

営業利益 184,709 182,756

営業外収益

受取配当金 789 849

受取手数料 5,776 4,923

助成金収入 - 5,000

その他 5,511 6,289

営業外収益合計 12,076 17,062

営業外費用

支払利息 42,272 38,968

不正関連費用 - ※１ 8,614

その他 736 975

営業外費用合計 43,008 48,558

経常利益 153,777 151,261

税引前四半期純利益 153,777 151,261

法人税、住民税及び事業税 20,496 38,251

法人税等調整額 28,451 13,761

法人税等合計 48,947 52,012

四半期純利益 104,830 99,248
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期損益計算書関係）

※１ 当第３四半期累計期間における不正関連費用8,614千円は、2024年５月に判明いたしました当社従業員によ

る不正行為の疑いに伴い要した調査費用です。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、当第３四半期累計期間に係る減価償却費は次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 56,875千円 59,459千円

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

当第３四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月14日
取締役会

普通株式 32,961 25.00 2024年９月30日 2024年11月28日 利益剰余金

(注) １株当たり配当額25円は、特別配当であります。

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
損益計算書
計上額
(注)３

リユース
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,315,185 3,315,185 2,667 3,317,853 - 3,317,853

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 3,315,185 3,315,185 2,667 3,317,853 - 3,317,853

セグメント利益 368,472 368,472 2,253 370,725 △186,015 184,709

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

２．セグメント利益の調整額△186,015千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
損益計算書
計上額
(注)３

リユース
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,525,154 3,525,154 2,667 3,527,822 - 3,527,822

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 3,525,154 3,525,154 2,667 3,527,822 - 3,527,822

セグメント利益 393,219 393,219 2,253 395,472 △212,715 182,756

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

２．セグメント利益の調整額△212,715千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりです。

前第３四半期累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 897,504 897,504 - 897,504

ハードオフ 700,851 700,851 - 700,851

オフハウス 992,377 992,377 - 992,377

ホビーオフ 622,723 622,723 - 622,723

ガレージオフ 28,227 28,227 - 28,227

ロジスティクス事業 17,609 17,609 - 17,609

３Ｒ事業 55,891 55,891 - 55,891

その他 - - - -

顧客との契約から生じる収益 3,315,185 3,315,185 - 3,315,185

その他の収益 - - 2,667 2,667

外部顧客への売上高 3,315,185 3,315,185 2,667 3,317,853

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。
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当第３四半期累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 925,988 925,988 - 925,988

ハードオフ 737,462 737,462 - 737,462

オフハウス 1,075,103 1,075,103 - 1,075,103

ホビーオフ 676,890 676,890 - 676,890

ガレージオフ 29,192 29,192 - 29,192

ロジスティクス事業 24,185 24,185 - 24,185

３Ｒ事業 56,331 56,331 - 56,331

その他 - - - -

顧客との契約から生じる収益 3,525,154 3,525,154 - 3,525,154

その他の収益 - - 2,667 2,667

外部顧客への売上高 3,525,154 3,525,154 2,667 3,527,822

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

２.当第３四半期累計期間において、ロジスティクス事業の一部をブックオフへ区分変更いたしました。こ

れに伴い、前第３四半期累計期間の数値についても組み替えて表示しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月13日

株式会社エコノス

取締役会 御中

三 優 監 査 法 人

札 幌 事 務 所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 岡 島 信 平

指定社員
業務執行社員

公認会計士 宇 野 公 之

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社エコノスの2024年４月１日

から2025年３月31日までの第50期事業年度の第３四半期会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日

まで）及び第３四半期累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、証券会員制法人札幌証券取

引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して、作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認め

られなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューに

おける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従っ

て、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、証券会員制法人札幌証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我

が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するため

に経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、証券会員制法人札幌証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第

４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
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監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、証

券会員制法人札幌証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が

認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合

は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確

実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手

した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、証券会員制法人札幌証券取引所の四半期財務諸表等の作成

基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準

拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュ

ー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


